














 【要約】  1 歳 6 か月健診の機会を利用して、乳幼児のいる家庭の浴室、ならびに浴槽

の構造、さらに健診の時点までに浴室で経験した事故について調査した。その結果、1 年

半のあいだに、乳幼児の 1/3は浴室での事故を経験していた。乳幼児が浴槽に転落する危

険性が高い「洗い場からの縁の高さが 50cm 未満」の家庭が 7 割を占め、残し湯をしてい

る家庭は 7割あることがわかった。また、乳幼児が浴室に入れないような工夫は 4割の家

庭でしか行われていなかった。これら3つは、乳幼児の風呂場での溺水発生の主要な危険

因子であるが、現在でも溺水の危険性が高い家庭が数多くあることがわかった。


